
 

日本文学専攻 博士課程前期   

3 つの方針 知識・理解 思考・判断 関心・意欲・態度 技能・表現 その他 

学位授与方針 

(ディプロマ・ 

ポリシー） 

・日本文学・日本語学及

び関連諸学について

広範な学識を有し、専

門分野において修士

の学位を取得するに

足る知識を身に付ける

ことができる。 

・科学的批判精神と洞

察力を持って思考、判

断し、日本文学・日本

語学及び関連諸学に

関わる諸問題を探究

することができる。 

・日本文学・日本語学及

び関連諸学に深い関

心を抱き、その研究に

強い意欲を持ち、推進

することができる。 

・日本文学・日本語学及

び関連諸学について、

高度に専門的な文献・

資料を読み解き、調査

研究能力を身に付け、

的確な表現力・コミュニ

ケーション力をもって

社会に貢献することが

できる。 

 

教育課程編成 

方針 

(カリキュラム・

ポリシー) 

・個別指導により、研究

計画に基づいた指導

のもとで、本学学位規

程に定められた基準の

修士論文を課す。 

・日本文学・日本語学及

び関連諸学に関わるよ

り高度な専門知識の修

得、理解のための講義

科目を置く。 

・各分野における最先

端研究成果を修得す

るための講義科目を

置く。 

・課題の発見から解決

のための方法を判断

し、思考を練り上げる

ための演習科目を置

く。 

・各専攻の諸分野につ

いて、関心と意欲を持

つことのできる専門の

科目を置く。 

・アクティブ・ラーニング

に関する科目を置く。 

・専門的知識や技能に

よって、自発的に見出

して解決した課題を発

表しうる能力を養う専

門の科目を置く。 

 

入学者受入方針 

(アドミッショ

ン・ポリシー） 

・日本文学・日本語学及

び関連諸学に関わる

高度な専門知識を持

って社会に貢献したい

と い う 意 欲 を 持 っ た

人。 

・日本文学・日本語学及

び関連諸学について

の思考や判断を通し

て、自己の仕事と生き

方について考えを深め

たい人。 

・日本文学・日本語学及

び関連諸学のいずれ

かの分野での研究を

希望する人。 

・本専攻で学んだ技能

を生かして、修了後に

様々な分野で社会貢

献をしたいと思ってい

る人。 

 

 



 

日本文学専攻 博士課程後期   

3 つの方針 知識・理解 思考・判断 関心・意欲・態度 技能・表現 その他 

学位授与方針 

(ディプロマ・ 

ポリシー） 

・日本文学・日本語学及

び関連諸学について

広範な学識を有し、専

門分野において博士

の学位を取得するに

足る深い学術的知見

を獲得することができ

る。 

・博士課程前期で培っ

た調査力・分析力・考

察力を更に発展させ、

独創的で自立した研

究活動ができる。 

・博士課程前期で研究

したことへの深い関心

を維持し、そのさらなる

研究に強い意欲を持

ち、推進することができ

る。 

・日本文学・日本語学及

び関連諸学について、

高度に専門的な文献・

資料を読み解き、的確

な表現力・コミュニケー

ション力をもって学術

的な研究成果を発表

し、学問の発展に寄与

することができる。 

 

教育課程編成 

方針 

(カリキュラム・

ポリシー) 

・各専門分野の研究の

集大成として、研究計

画に基づいた指導のも

とで、本学学位規程に

定められた基準の博

士論文を課す。 

・各専門分野の高度な

レベルで構成される専

門知識の修得、理解

のための講義科目を

置く。 

・各分野における最先端

の研究成果に対する

知見を身に付けるため

の講義科目を置く。 

・課題の発見から解決

のための方法を判断

し、その思考を実践す

ることができる演習科

目を置く。 

・各専攻の諸分野につ

いて専門的な関心と意

欲を高めるための専門

の科目を置く。 

・アクティブ・ラーニング

に関する科目を置く。 

・専門的知識・技能を身

に付け、自発的に見出

し解決した課題を発表

する能力を実践する専

門の科目を置く。 

 

入学者受入方針 

(アドミッショ

ン・ポリシー） 

・博士課程前期で修得

した専門知識を生かし

て、学問の発展へ貢献

しうる人。 

・各専攻分野で修得し

た 思 考 を 深 め る こ と

で、研究者としての仕

事と生き方についての

知見を持ちたい人。 

・学問的思考を深めるこ

とで、学位取得を目指

す人。 

・博士課程前期で培っ

た専門知識と研究方

法により、更に高度で

独創的な研究の継続

を希望する人。 

・本専攻で学んだ技能

を生かして、研究職、

教育職を目指し、社会

貢献をしたいと思って

いる人。 

 

 



 

英文学専攻 博士課程前期   

3 つの方針 知識・理解 思考・判断 関心・意欲・態度 技能・表現 その他 

学位授与方針 

(ディプロマ・ 

ポリシー） 

・イギリス文学、イギリス

文化研究、アメリカ文

学、アメリカ研究、言

語・英語研究並びに関

連分野にわたって、広

範な知識を身に付け

ている。 

・論理的な思考力をも

ち、英米を中心とした

英語圏の文学、歴史、

言語、文化に関わる諸

問 題 を 深 く 追 究 で き

る。 

・研究対象を分析する

ための客観的な判断

力と健全な批判精神を

備えている。 

・英米を中心とした英語

圏 の 文 学 、 歴 史 、 言

語、文化の諸問題に

ついて高い関心を有し

ている。 

・高度な英語能力と深

い専門知識を生かし

て、教育現場等で、広

く社会に貢献しようとす

る積極的姿勢を有して

いる。 

・英語で専門的な資料

を読み解き、情報収集

を行う能力を持ってい

る。 

・英語論文によって個人

の考えを表現し、広く

発信する能力を有して

いる。 

・自分の考えを他者に

的確に伝えるための論

理的思考力と表現力を

身に付けている。 

 

教育課程編成 

方針 

(カリキュラム・

ポリシー) 

・英米を中心とした英語

圏 の 文 学 、 歴 史 、 言

語、文化に関わる専門

知識を身に付けるため

の講義科目を置く。 

 

・専門分野の論文を読

み解き、自ら課題を発

見する能力を養うため

の演習科目を置く。 

・本学学位規程に定め

られた基準の修士論

文を完成させるための

「特別研究」を置く。 

・学内の専門誌（Veritas

や大学院紀要等）への

論文の投稿や、大学

院英文学専攻課程協

議会の口頭発表での、

積極的な研究成果の

発表を促す。 

・すべての科目におい

てアクティブ・ラーニン

グを旨とする。 

・英文学専攻課程協議

会の研究発表会や修

士論文中間発表会に

おいて、自分の研究を

口頭で明快に伝える訓

練をする。 

・修士論文を英語で執

筆するため、英語によ

る研究論文執筆の方

法を学修する「英語論

文作成法・上級」を置

く。 

・英語教育の従事者とし

て活躍できる人材を養

成するための関連科目

を置く。 

 

入学者受入方針 

(アドミッショ

ン・ポリシー） 

・イギリス文学、イギリス

文化研究、アメリカ文

学、アメリカ研究、言

語・英語研究の少なく

とも１つの分野におい

て、一定の専門的知識

を有する人。 

・複眼的な視座と客観

的な判断力を持つ人。

・英米を中心とした英語

圏 の 文 学 、 歴 史 、 言

語、文化についての高

度な専門知識を身に

付けることによって、社

会の発展に貢献した

いと希望する人。 

・専門分野の英語による

学術書や論文を的確

に読み解くための一定

の英語読解能力を有

する人。 

・知識の収集能力を持

ち、それを体系的にま

とめあげる力を備える

人。 

 

 



 

英文学専攻 博士課程後期   

3 つの方針 知識・理解 思考・判断 関心・意欲・態度 技能・表現 その他 

学位授与方針 

(ディプロマ・ 

ポリシー） 

・イギリス文学、イギリス

文化研究、アメリカ文

学、アメリカ研究、言

語・英語研究並びに関

連分野における高度

で専門的な知識を身

に付けている。 

・イギリス文学、イギリス

文化研究、アメリカ文

学、アメリカ研究、言

語・英語研究の各専門

分野において、自らの

思考力・分析力によっ

て独創的な発想を提

示することができる。 

・英米を中心とした英語

圏 の 文 学 、 歴 史 、 言

語、文化の諸問題に

ついて、自ら問題提起

を行い、それを追究す

る意欲を持っている。 

・高度な英語能力と深

い専門知識を、専門の

研究分野の発展に還

元しようとする積極的

姿勢を有している。 

・研究によって到達した

独自の考えを、学位論

文にまとめる論理的思

考力、表現力、英語力

を有している。 

 

教育課程編成 

方針 

(カリキュラム・

ポリシー) 

・英語圏を中心とした人

文科学に関わる高度

な専門知識を身に付

けるための講義科目を

置く。 

 

・専門分野の高度な英

語論文を読み解き、自

ら課題を発見するため

の能力を養うための演

習科目を置く。 

・学位論文執筆に必要

とされる、的確な情報

収集と課題解決の方

法を獲得するための個

人指導を行う「特殊研

究」を置く。 

・公的学会の専門誌や

本学の大学院紀要等

への論文投稿を促す。

・公的学会、大学院英

文学専攻課程協議会

での口頭発表等、積

極的な研究成果の発

表を促す。 

・すべての科目におい

てアクティブ・ラーニン

グを旨とする。 

・公的学会や大学院英

文学専攻課程協議会

の研究発表会におい

て、自分の研究成果を

発表する訓練をする。

・学位論文を執筆する

ための個別指導を行う

「特別研究（後期）」を

置く。 

 

入学者受入方針 

(アドミッショ

ン・ポリシー） 

・イギリス文学、イギリス

文化研究、アメリカ文

学、アメリカ研究、言

語・英語研究の少なく

とも１つの分野におい

て、研究を行っていく

ために必要な専門的

知識を有する人。 

・英米を中心とした英語

圏 の 文 学 、 歴 史 、 言

語、文化について、深

い洞察力と思考力を身

に付けている人。 

・英米を中心とした英語

圏 の 文 学 、 歴 史 、 言

語、文化についての専

門知識を深めるととも

に、新たな問題提起や

発見を成し遂げること

によって、当該の研究

分野の発展に寄与す

ることを希望する人。 

・専門分野の英語による

高度な学術書や論文

を的確に読み解くため

に十分な英語読解能

力を有する人。 

・各専門分野において

成し遂げた新たな発見

を、英語で的確に発表

できる人。 

・専門的な論文が英語

で執筆できる人。 

・自らの力で問題提起

し、課題を追究してい

く能力を有する人。 

 

 



 

史学専攻 博士課程前期   

3 つの方針 知識・理解 思考・判断 関心・意欲・態度 技能・表現 その他 

学位授与方針 

(ディプロマ・ 

ポリシー） 

・日本史・東洋史・西洋

史及び関連諸分野に

関して広範な知識を

有し、専門分野におい

て修士の学位を取得

するに足る知識を身に

付けることができる。 

 

・グローバルな視点と科

学的批判精神及び洞

察 力 を 持 っ て 、 日 本

史・東洋史・西洋史及

び関連諸分野を、客観

的、論理的・体系的に

探求・考察することが

できる。 

 

・日本史・東洋史・西洋

史及び関連諸分野に

深い関心を抱き、自身

の研究に強い意欲を

持ち、粘り強く研究を

継続することができる。

 

・歴史に関わる多様な

史料について、情報収

集能力、読解力、分析

力を身に付けている。 

・的確で豊かな表現力、

現代世界の諸事象を

歴史的に理解する力、

コミュニケーション能力

を持ち、自身の考えを

発信し、広く社会に貢

献することができる。 

 

教育課程編成 

方針 

(カリキュラム・

ポリシー) 

・日本史・東洋史・西洋

史及び関連諸分野に

関わる専門知識の修

得、理解のための講義

科目を置く。 

 

・自ら課題を発見し、解

決のための方法を導き

だし、思考力を培うた

めの演習科目を置く。 

・日本史・東洋史・西洋

史及び関連諸分野に

ついて関心を持ち、研

究課題探求への意欲

を高めることのできる

専門の科目を置く。 

・主体的学習（アクティ

ブ・ラーニング）を促す

演習科目を置く。 

・専門的知識や技能に

よ り 、 自 身 の 研 究 課

題、及びその成果を発

表できる表現能力を養

うための専門科目を置

く。 

・個別指導により、研究

計画に基づいた指導

のもとで、本学学位規

程に定められた修士

論文を課す。 

 

 

入学者受入方針 

(アドミッショ

ン・ポリシー） 

・日本史・東洋史・西洋

史及び関連諸分野に

関する専門知識や理

解を更に深め、社会に

貢献したいという意欲

を持つ人。 

・日本史・東洋史・西洋

史及び関連諸分野に

ついての思考や判断

を 通 し て 、 人 間 や 歴

史、社会に関する思索

を深め、自己の生き方

と社会のあり方、また

未来について考えた

い人。 

・日本史・東洋史・西洋

史及び関連諸分野に

おいて、自身の課題を

定め、研究し、社会に

貢献したいと希望する

人。 

 

・本専攻で学んだ専門

的な知識・技能を生か

し、修了後に様々な分

野で社会に貢献した

いと思っている人。 

 

 



 

史学専攻 博士課程後期   

3 つの方針 知識・理解 思考・判断 関心・意欲・態度 技能・表現 その他 

学位授与方針 

(ディプロマ・ 

ポリシー） 

・日本史・東洋史・西洋

史及び関連諸分野に

ついて、深くかつ広範

な学識を有し、博士の

学位を取得するに足る

学術的知見を獲得す

ることができる。 

・博士課程前期で培っ

た調査力・分析力・考

察力を更に発展させ、

グローバルな視野を持

ち、独創的で自立した

研究活動ができる。 

・博士課程前期で研究

したことへの深い関心

に基づき、研究活動を

継続、維持しようとする

強い意欲を持ち、研究

を更に深化させること

ができる。 

・日本史・東洋史・西洋

史及び関連諸分野に

ついて、専門的な史資

料を解読し、的確な表

現力・コミュニケーショ

ン力によって研究成果

を発表し、学問の発展

に寄与することができ

る。 

 

教育課程編成 

方針 

(カリキュラム・

ポリシー) 

・日本史・東洋史・西洋

史及び関連諸分野に

ついて高度な専門知

識の修得、理解のため

の科目を置く。 

 

・自ら課題を発見し、解

決のための方法を導き

だし、思考力を培い、

まとめあげていくため

の科目を置く。 

・日本史・東洋史・西洋

史及び関連諸分野に

ついて、専門的な関心

と意欲を高めるための

専門の科目を置く。 

・主体的学習（アクティ

ブ・ラーニング）を促す

演習科目を置く。 

・公的学会における口

頭発表、学術雑誌へ

の投稿等、積極的な研

究発表を促す。 

・専門的知識・技能を身

に付け、自身の研究課

題を発表するための表

現能力・コミュニケーシ

ョン能力を高めるため

の科目を置く。 

・自身の研究の集大成

として、研究計画に基

づいた個別指導のも

と、本学学位規程に定

められた基準の博士

論文を課す。 

 

 

入学者受入方針 

(アドミッショ

ン・ポリシー） 

・博士課程前期で修得

した専門知識を生かし

て、学問の発展へ貢献

しうる人。 

・日本史・東洋史・西洋

史及び関連諸分野で

修得した思考を深める

ことで、研究者としての

仕事や自身の生き方、

未来の社会等につい

て、深い知見を持ちた

い人。 

・学問的思考を深めるこ

とで、学位取得を目指

す人。 

・博士課程前期で培っ

た専門知識と研究方

法により、更に高度で

独創的な研究の継続

を希望する人。 

・本専攻で学んだ技能

を生かして、研究職や

教育職を目指し、社会

貢献をしたいと思って

いる人。 

 

 

 


